
議案第８７号 

平成２９年度宝塚市水道事業会計決算認定について 

平成２９年度宝塚市水道事業会計決算を、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、

別冊のとおり、監査委員の意見を付けて、議会の認定に付する。 

平成３０年（２０１８年）９月３日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   



























































































議案第８８号 

平成２９年度宝塚市下水道事業会計決算認定について 

平成２９年度宝塚市下水道事業会計決算を、地方公営企業法第３０条第４項の規定によ

り、別冊のとおり、監査委員の意見を付けて、議会の認定に付する。 

平成３０年（２０１８年）９月３日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   























































































議案第８９号 

   平成２９年度宝塚市病院事業会計決算認定について 

 平成２９年度宝塚市病院事業会計決算を、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、

別冊のとおり、監査委員の意見を付けて、議会の認定に付する。 

  平成３０年（２０１８年）９月３日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   























































































































































































































































議案第８７号から第８９号まで 

平成２９年度宝塚市水道事業会計決算認定、平成２９年度宝塚市下水道事業会計決

算認定及び平成２９年度宝塚市病院事業会計決算認定について 

地方公営企業法(抜粋) 

 (決算) 

第30条 管理者は、毎事業年度終了後2月以内に当該地方公営企業の決算を調製し、証書類、当該

年度の事業報告書及び政令で定めるその他の書類と併せて、当該地方公共団体の長に提出しな

ければならない。 

2 地方公共団体の長は、決算及び前項の書類を監査委員の審査に付さなければならない。 

3 監査委員は、前項の審査をするに当たつては、地方公営企業の運営が第3条の規定の趣旨に従

つてされているかどうかについて、特に、意を用いなければならない。 

4 地方公共団体の長は、第2項の規定により監査委員の審査に付した決算を、監査委員の意見を

付けて、遅くとも当該事業年度終了後3月を経過した後において最初に招集される定例会である

議会の認定(地方自治法第102条の2第1項の議会においては、遅くとも当該事業年度終了後3月を

経過した後の最初の定例日(同条第6項に規定する定例日をいう。)に開かれる会議において議会

の認定)に付さなければならない。 

5 前項の規定による意見の決定は、監査委員の合議によるものとする。 

6 地方公共団体の長は、第4項の規定により決算を議会の認定に付するに当たつては、第2項の規

定により監査委員の審査に付した当該年度の事業報告書及び政令で定めるその他の書類を併せ

て提出しなければならない。 

7・8 （略） 

9 第1項の決算について作成すべき書類は、当該年度の予算の区分に従つて作成した決算報告書

並びに損益計算書、剰余金計算書又は欠損金計算書、剰余金処分計算書又は欠損金処理計算書

及び貸借対照表とし、その様式は、総務省令で定める。 


